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表
辞
任
の
意
向
を
表
明
し
、
「
政
治
は
結
果
責
任
」
と
の

説
明
で
あ
り
ま
し
た
が
、
「
公
約
」
を
実
現
し
た
か
ど
う

か
の
「
結
果
責
任
」
こ
そ
問
わ
れ
る
べ
き
で
、
政
権
を
担

う
立
場
と
し
て
、
最
後
ま
で
取
り
組
ん
だ
の
か
ど
う
か
疑

問
が
残
り
ま
す
。 

 

自
民
党
の
選
挙
公
約
は
、
国
・
地
方
の
公
務
員
総
人
件

費
２
兆
円
削
減
を
掲
げ
て
お
り
、
５
年
間
の
「
集
中
財
政

再
建
期
間
」
に
お
い
て
、
将
来
の
国
家
像
を
見
据
え
、
計

画
性
を
持
ち
つ
つ
、
国
・
地
方
を
含
め
幅
広
に
公
務
員
等

の
給
与
を
削
減
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
公
務
員
総
人
件
費

を
国
・
地
方
合
わ
せ
て
年
間
２
兆
円
削
減
す
る
と
し
て
い

ま
す
。 

 

自
治
労
連
は
、
労
働
基
本
権
回
復
と
自
律
的
労
使
関
係

制
度
の
確
立
に
向
け
て
、
連
合
、
公
務
労
協
と
と
も
に
取

り
組
み
、
特
に
、
民
主
党
が
政
権
に
つ
い
た
機
会
を
逃
し

て
は
な
ら
な
い
と
の
認
識
の
下
、
政
府
お
よ
び
与
党
と
の

交
渉
・
協
議
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。 

 

現
在
、
選
挙
結
果
は
自
公
政
権
に
逆
戻
り
し
、
衆
院
解

散
で
関
連
４
法
案
も
廃
案
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
関
連

４
法
案
の
起
点
と
な
る
「
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本

法
」
が
自
公
政
権
に
お
い
て
提
案
・
成
立
さ
せ
た
法
律
で

あ
る
こ
と
を
想
起
し
、
取
組
み
を
再
構
築
す
べ
く
、
組
織

内
、
上
部
団
体
で
の
議
論
に
積
極
的
に
参
加
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

依
然
と
し
て
地
方
公
務
員
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
自
治
労
連
と
致
し
ま
し
て

も
、
政
権
が
変
わ
ろ
う
と
自
治
労
連
の
信
念
は
ブ
レ
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
「
自
由
に
し
て
民
主
的
な
労
働
運

動
」
を
さ
ら
に
継
承
し
、
地
域
住
民
に
理
解
さ
れ
る
質
の

高
い
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
目
指
し
て
職
場
環

境
や
労
働
条
件
の
維
持
・
向
上
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
自
ら
の
運
動
方
針
実
現
に
向
け
て
、
と
も
に
汗

を
流
し
、
粘
り
強
く
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
た
な
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か
し
い
も
の
で

あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。 

 

新
年
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 

中
央
執
行
委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岸 

川 

秀 

樹 
  

組
合
員
の
皆
様
、
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
に
は
清
々
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
中
は
自
治
労
連
活
動
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

執
行
部
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

さ
て
、
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
で
は
一
昨
年
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た

我
が
国
の
経
済
活
動
は
、
そ
の
厳
し
い
状
況
を
引
き
ず
っ
た

ま
ま
、
円
高
と
デ
フ
レ
に
よ
る
経
済
の
悪
循
環
か
ら
ぬ
け
出

せ
ず
に
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
・
地
方
を
あ
げ
て
経
済
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
労
働
基
本
権
回
復
を
は
じ
め
と
す
る
公
務
員
制
度
改
革

関
連
法
案
は
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革
関
連
４
法
案
に
つ
い

て
は
、
10

月
の
臨
時
国
会
に
上
程
さ
れ
た
も
の
の
国
会
解

散
に
よ
り
廃
案
と
な
り
、
地
方
公
務
員
一
般
職
へ
の
協
約
締

結
権
、
消
防
の
団
結
権
付
与
な
ど
地
公
法
改
正
法
案
は
、
国

会
上
程
に
も
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
I

L

O
に
も
公
務
労

働
者
の
労
働
基
本
権
付
与
を
勧
告
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

自
律
的
労
使
関
係
の
法
整
備
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。 

 

第
46

回
衆
議
院
選
挙
は
、「
獲
得
議
席
数
」
で
見
る
限
り
、

自
民
党
の
圧
勝
、
日
本
維
新
の
会
の
大
躍
進
、
民
主
党
の
歴

史
的
大
惨
敗
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
政
権
交
代
か
ら

３
年
３
ヶ
月
、
政
権
を
担
っ
た
民
主
党
に
対
し
て
、
国
民
の

厳
し
い
審
判
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
野
田
民
主
党
代
表
は
党
代



公
務
員
連
絡
会
地
公
部
会
第
５
回
幹
事
会 

 

１
月
17
日
（
木
） 

 

東
京
都
千
代
田
区
（
連
合
会
館
） 

 

第
６
回
中
央
執
行
委
員
会 

 

・
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

 

・
平
成
25
年
度
第
44
回
定
期
大
会
に
つ
い
て 

 

・
平
成
25
年
度
自
治
労
連
予
算
に
つ
い
て 

 

・
専
門
部
活
動
協
議 

 

１
月
19
日
（
土
） 

 

東
京
都
北
区
（
赤
羽
会
館
） 

  

公
務
員
連
絡
会
第
４
回
企
画
調
整
・
第
３
回
幹

事
会 

 

１
月
22
日
（
火
） 

 

東
京
都
千
代
田
区
（
連
合
会
館
） 

 

公
務
員
連
絡
会
地
公
部
会
第
20
回
代
表
者
会
議 

公
務
労
協
第
15
回
代
表
者
会
議 

公
務
員
連
絡
会
第
１
回
代
表
者
会
議 

公
務
労
協
２
０
１
３
年
新
春
の
集
い 

 

１
月
29
日
（
木
） 

 

東
京
都
千
代
田
区 

（
ホ
テ
ル 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン 

エ
ド
モ
ン
ド
） 

 

政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３
全
国
大
会 

 

２
月
21
日
（
木
）
～
22
日
（
金
） 

 

東
京
都
港
区
（
コ
ク
ヨ
ホ
ー
ル
） 

 

第
７
回 

中
央
執
行
委
員
会 

 

３
月
23
日
（
土
） 

 

福
岡
県
福
岡
市
（
未
定
） 

 

自
治
労
連 

第
44
回
定
期
大
会 

 

５
月
10
日
（
金
） 

 

熊
本
県
熊
本
市
（
未
定
） 

 
 

公
務
労
協
は
、
平
成
24
年
10
月
25
日
、
都

内
で
第
10
回
総
会
を
開
き
、
２
０
１
３
年
度
年

間
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

自
治
労
連
か
ら
は
、
岸
川
中
央
執
行
委
員
長
と

関
谷
副
中
央
執
行
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

  

総
会
の
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
加
藤
議
長

は
、
「
国
民
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
べ
き
基
本
的

な
イ
ン
フ
ラ
を
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
国
民
主
権
、
住
民
自
治
の
観
点
か
ら
ど
の

よ
う
に
再
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
命
題
で
あ

る
」
と
し
た
上
で
、
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再

構
築
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
と
も
連
携
し
な

が
ら
国
民
生
活
の
確
立
に
つ
な
が
る
運
動
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
調

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
公
務
を
め
ぐ
り
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山

積
す
る
中
、
「
今
こ
そ
結
束
を
固
め
、
自
ら
の
力

を
発
揮
し
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
未
来
や
国
民

生
活
の
確
立
は
な
い
と
い
う
観
点
で
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
、
組
織
の
総
力
を
結
集
し

た
取
組
み
へ
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
来
賓
の
連
合
の
安
永
副
事
務
局
長

は
、
「
国
会
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革

関
連
４
法
案
が
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と
、
地
方
公

務
員
制
度
改
革
法
案
の
提
出
が
見
送
ら
れ
た
こ

と
は
極
め
て
重
大
問
題
だ
。
混
沌
と
し
た
政
治
情

勢
の
中
、
私
た
ち
が
よ
い
社
会
を
作
る
た
め
、
政

策
を
一
つ
一
つ
前
に
進
め
る
よ
う
な
政
治
を
作

る
歩
み
を
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
連
合

は
、
今
後
私
た
ち
の
め
ざ
す
べ
き
社
会
像
と
し
た

『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』
の
実
現
に

向
け
て
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
整
理
、
行
程
表
の

作
成
を
同
時
に
進
め
な
が
ら
、
運
動
を
展
開
し
て

い
く
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
吉
澤
事
務
局
長
が
「
大
き
な
節
目
と

な
る
10
回
目
の
総
会
を
迎
え
た
。
そ
も
そ
も
公

務
労
協
は
、
小
泉
新
自
由
主
義
・
小
さ
な
政
府
路

線
に
対
す
る
全
体
の
対
抗
軸
と
し
て
の
結
集
体

で
あ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
改
め
て
そ
の
共
有

化
を
お
願
い
す
る
。
私
た
ち
に
関
わ
る
様
々
な
課

題
が
重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
今
日
的
な
課

題
は
政
治
と
の
関
係
な
く
し
て
解
決
で
き
な
い

が
、
政
治
状
況
は
極
め
て
困
難
だ
。
公
務
労
働
者

の
労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
、
良
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
全
力
で
取
り
組
も
う
」

と
訴
え
、
①
２
０
１
２
年
度
の
取
組
み
の
経
過
と

２
０
１
３
年
度
活
動
方
針
、
②
２
０
１
２
年
度
決

算
報
告
を
提
起
し
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。 

 

２
０
１
３
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、
①
社
会
的

公
正
と
国
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
質
の
高

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
を
は
か
る
立
場
か

ら
、
こ
の
理
念
を
共
有
す
る
政
権
に
対
し
て
、
政

権
の
運
営
等
に
協
力
す
る
、
②
個
々
の
政
策
課
題

に
つ
い
て
は
、
是
々
非
々
の
立
場
で
対
応
す
る
こ

と
な
ど
を
活
動
の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
確
認

し
た
上
で
、
「
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る

労
働
組
合
と
し
て
の
社
会
的
責
任
と
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
政
府
・
公
務
員
そ
し
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
回
復
を
は
か

る
」
こ
と
を
基
本
的
な
立
場
と
し
、
「
良
質
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
、
そ
の
あ
り
方
を
再

構
築
す
る
取
組
み
を
強
化
す
る
」
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

 

具
体
的
取
組
み
と
し
て
、
①
良
い
社
会
を
つ
く

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
②
公
務
員
制

度
改
革
・
労
働
基
本
権
の
確
立
、
③
独
法
行
政
法

人
及
び
政
府
関
連
公
益
法
人
改
革
等
に
対
す
る

雇
用
・
労
働
条
件
の
確
保
、
④
地
域
主
権
改
革
・

国
の
出
先
機
関
の
見
直
し
等
へ
の
対
策
、
⑤
新
た

な
高
齢
雇
用
施
策
の
確
立
、
⑥
賃
金
労
働
条
件
の

改
善
、
⑦
共
済
年
金
職
域
部
分
廃
止
後
の
退
職
給

付
の
あ
り
方
等
へ
の
対
応
、
⑧
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
、
等
に
向
け
た
取
組
み
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
総
会
は
、
２
０
１
２
年
度
決
算
監
査

報
告
、
２
０
１
３
年
度
予
算
案
と
分
担
金
に
つ
い

て
確
認
し
、
最
後
に
、
２
０
１
３
年
度
新
役
員
を

選
出
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
公
務
員
連
絡
会
、
国
営
関
係
部
会
の

総
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
年
間
運
動
方
針
を
決

定
し
、
各
部
会
の
新
役
員
を
選
出
し
た
。 

 
自
治
労
連
か
ら
の
選
出
役
員 

 

【
公
務
労
協
２
０
１
３
年
度
役
員
】 

 
 

松
葉
書
記
長
（
運
営
委
員
） 

 

【
公
務
員
連
絡
会
２
０
１
３
年
度
役
員
】 

 
 

岸
川
中
央
執
行
委
員
長
（
副
議
長
） 

 
 

松
葉
書
記
長
（
企
画
調
整
委
員
） 

 
 

関
谷
副
中
央
執
行
委
員
長
（
幹
事
） 

 
公
務
労
協
第
10
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

公務労協 第10回総会の様子 

主
な
行
事
と
今
後
の
予
定 


